
　英語の授業後、ある生徒から寄せられた感想に、「今日の活動はたくさ
んの英語を話せて、すごく楽しい時間でした。日常で使う英語を積極的
に話せて、少し自分が『かっこいいな』と思いました」というものがあり
ました。日本は、若者の自己肯定感がもっとも低い国の１つだと言われ
ますが、そんな中でも、授業中に英語を積極的に話す自分のことを「かっ
こいいな」と生徒が思ってくれたことがとても嬉しく、強く印象に残った
出来事となりました。
　多感な時期の生徒たちは、表面上では自分のことを表現することを避
けているように見えますが、実際には、友だちや教師とコミュニケーショ
ンをとり、世界中の多くの人とつながりをもつことを求めています。
　英語でコミュニケーションがはかれるようになると、得られる情報が
格段に増えます。そして、情報が増えることによって、物事を多角的に
捉え、判断することもできるようになります。また、世界共通語である
英語は、まるで音楽やスポーツのように、世界中の人たちとコミュニケー
ションをとる喜びを与えてくれます。今後さらに、英語を学び、英語を
積極的に使う機会を得られる授業へのニーズは高まっていくでしょう。
　グローバル化や情報機器の急速な発展によって、世界のニュースは自
分とは関係のない遠い場所での出来事ではなく、すぐにでも手に入る身
近な情報の１つになりつつあります。それはつまり、地球規模で情報を
取捨選択し、自ら考え、自分の言葉で発信することが求められる時代へ
の変化であるとも言えます。
　急速に変化する世界とともに、英語の授業も変わってきています。「英
語を日本語に訳すだけの中学校・高等学校の授業では、コミュニケーショ
ンなんてとれない……」と言われていたのは一昔前のことで、英語で英語
を学ぶいわゆる All English の授業展開へと変化を遂げています。

は じ め に
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　同時に生徒に英語力を身につけさせようと、日々努力している教師の
中には、「新しい英語教育が始まっているのに、今まで通りの授業でいい
のだろうか？」「ゲーム中心の授業だけで、生徒の英語力は向上するのだ
ろうか？」という疑問が湧き上がってきています。新しい学習方法が出る
たびに、学校での授業に変化を求められることも少なくありません。
　本書では、ペアワークやグループワークの活動のねらいと効果を明確
にし、生徒の活動を中心とした授業づくりを紹介するとともに、これま
で行われてきた授業の活動にちょっとした工夫をすることで、生徒１人
ひとりのコミュニケーション能力や英語力がぐっと高まるコツを紹介し
ます。生徒たちは、英語を活用したり、発信したり、友だちと交流した
りする活動を通して、英語を使ってコミュニケーションをはかる喜びに
気付き、さらに意欲的に学習に取り組んでいきます。
　我々英語教師は、英語を教えるのはもちろん、生徒と同じ English 
learner として、常に学ぶ姿勢を示すべきだと言われます。私自身、教員
歴を重ねていっても、「英語を活用する授業をつくっていきたい」という
想いを常にもち続けていたいと思っています。本書が、同じような志を
もつ先生方にとって少しでもお役に立ち、目の前の生徒たちが瞳を輝か
せながら活動に取り組むきっかけになれば幸いです。
　これまで、たくさんの刺激や気付きを与えてくださった先生方、そし
て生徒たち、すべての方々との出会いに心から感謝しています。末筆に
なりましたが、教員生活 20 年の節目の年に、自らの実践をまとめ、振り返
る機会をくださった学陽書房に感謝申し上げます。

　　2019 年 7 月

西 林 慶 武
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１. へび

クラスの座席を上の図のような①～㉚までの１本の線と考えて、１
つずつ数が大きい席に移動します。㉚番の席に座った生徒は㉑番の席
の生徒と活動した後、①番の席に移動します。

２. ローテーション

上の図のように①～⑩を１つの輪のように考えて、時計回り (Clock 
wise) か、反時計回り (Anticlockwise) で回ります。反時計回りの
場合、①番の席に座った生徒は⑩番とペアを組んだ後、②番の席に移
動します。

ペアのつくりかた

① ⑩
② ⑨
③ ⑧
④ ⑦
⑤ ⑥

⑪ ⑳
⑫ ⑲
⑬ ⑱
⑭ ⑰
⑮ ⑯

㉑ ㉚
㉒ ㉙
㉓ ㉘
㉔ ㉗
㉕ ㉖

① ⑩
② ⑨
③ ⑧
④ ⑦
⑤ ⑥

① ⑩
② ⑨
③ ⑧
④ ⑦
⑤ ⑥

① ⑩
② ⑨
③ ⑧
④ ⑦
⑤ ⑥
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ペアワークの流れ

―  活動の流れを徹底することが効果を引き出す秘訣  ―   

基本は５つのプロセスで

ペアワークの活動の中には、「協力」「コミュニケーション」「相手
への思いやりや理解」などの要素があります。しかしながら、ただ「協
力しなさい」「コミュニケーションをとりなさい」「相手のことを思い
やりなさい」と繰り返すだけでは、それらの要素は活かされません。

そこで、活動の流れを定着させながら、それぞれの活動の意味を伝
えることが大切だと思います。まずは、ペアワークの基本的な流れを
押さえましょう。

02 -4

① Make pairs ペアをつくる。クラスの人数が奇数のときには、３人組で
行うか教師とペアを組むようにする

② High five ハイタッチをしながら簡単な挨拶をする

③ Rock,scissors,
　 paper 順番や役割を決める活動の前にはジャンケンをする

④ Reflection 活動が終わったら、振り返りを短時間で行う

⑤ High ten 活動後、パートナーとダブルハイタッチで挨拶をして席を
移動する
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①Make pairs

ペアをつくるときは、人間関係や英語力などを考慮してペアをつ
くったほうが活動が盛り上がり、効果も引き出しやすいのですが、最
初は簡単につくることができる隣の席同士などから行うといいでしょ
う。「クラスの誰とでも」ペアになり、一緒に協力して行うというこ
とを伝えていく上でもおすすめです。
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FunとInterestingを高める
グループワーク
―  人数が多いグループワークで、よりダイナミックな学びを！ ―   

座席配置と説明のタイミング

グループワークのポイントの１つは、教師がいかにしてクラス全体
とグループ活動をオーガナイズするかにあります。

一斉指導のときには、生徒全員が黒板や教師のほうを向いているた
め、教師は１人ひとりの顔を見ながら指示を出したり、話をしたりす
ることができます。しかしながら、グループ活動の座席配置にすると
生徒同士が顔を合わせて座ることになるため、教師からの死角も多く
なり、なかなか指示が伝わらない傾向があります。

そこで、説明や指示はグループワークの座席配置にする前にしっか
りと行い、クラス全体に「何を」「どのくらい」「なぜ」活動するのか
について理解させてから進めることが大切です。

グループワークは、生徒同士が話をしたり、楽しい雰囲気で行うこ
とができるなどさまざまなメリットがあるため、取り組みの頻度を多
くしたいところですが、そのためにも、説明のタイミングや流れのメ
リハリをしっかりつけて、楽しく、意味深い活動へとつなげていきま
しょう。

02 -7

＊カルタやゲームなど、
グループ全員で活動す
るときには、あまりに
も机のスペースが広い
と生徒の集中力が散る
ため、6 人班でも机を
4 つにします。４人 ５人 ６人
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助け合い～学び合い～競い合いを活用したワーク

グループワークにはいくつかの要素があります。それぞれの活動の
要素を生徒の学習段階に合わせるようにすると、１人ひとりの英語力
の差異を上手に活用でき、ただ楽しいだけではなく、楽しみながら英
語を学ぶことができます。

生徒同士の学力や英語力の差をマイナス要素と捉えるのではなく、
その差を上手に活用することができるのがグループワークの大きな利
点の１つです。

グループワークをただ楽しいだけの活動にしないためには、教師が
生徒の学習段階を考えながら、それぞれの活動の要素やねらいを理解
して行う必要があります。

新しく学習したことを使ってグループワークを行う際のイメージと
しては、まずはメンバーと協力したり、メンバーのことを配慮したり
しながら活動を始め、メンバー全員が自信をもって活動に取り組める
ようになった後に、競い合う活動に移行します。

そして、ゲームや活動を通してしっかりと定着させた後に、今度は
生徒それぞれの意見を交流させながら学習内容の理解を深めていくな
ど、交流活動や表現活動までつなげていくようにしましょう。

要素 活動の種類 活動の例
①協力
②配慮

グループで協力する活動やグループ対抗
の活動

グループ対抗 BINGO、
Synchro など

③競争 グループメンバーと競争する活動 カルタなど
④理解
⑤交流

グループメンバーと話す活動や意見を交流
する活動

なりきり Interview、
意見交流 など
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グループメンバーと協力して取り組む

BINGO と聞くと、１人ひとりで活動するイメージがありますが、
この活動はグループのメンバーと協力して取り組みます。

生徒は、聞き取った英語が表すイラストのカードを理解し、リピー
トしながらカードをひっくり返して BINGO の列をつくるため、自然
と英語を「聞き」、カードの内容を理解しながら音をまねして発音す
ることになります。

カルタなどのように友だちとの競争ではないので、じっくりと英文
を聞き取ったり、発音したりさせましょう。

活動を繰り返すうちに、だんだんと英語を聞き取れるようになりま
すが、生徒によって「聞く」力には差がありますので、友だちと協力
し合いながら取り組むことで、自然と生徒同士の助け合いができたり、
学び合いにつなげたりできる活動です。

グループ対抗BINGO　

グループ

8～11分

03 -1
活動
形態

所要
時間

ねらい

「聞く」力を伸ばすワーク❶
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進め方
❶机４つのグループワークの配置にする。
❷各グループの机の上に、４×４でカードを並べる。
❸教師はカードを１枚選び、英語で発音する。
❹生徒は教師が発音したカードをひっくり返し、英語を発音する。
❺カードを見つけられない生徒も、周りの動きを参考にカードを確認

して英語を発音する。
❻ひっくり返したカードで、縦・横・斜めで列ができたら BINGO。
❼一番多くの BINGO をつくれたグループが優勝。

　

　英語が苦手な生徒も焦らず活動できる工夫を
カードゲームを行うと、どうしてもグループの中で競い合いの気持

ちが生まれてしまい、じっくりと英文を聞いたり、リピートしたりす
ることに意識が向かなくなってしまいます。しかし、グループ対抗で
あれば、焦る必要がないので、英語が得意でない生徒もきちんと英語
に触れることができます。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ポイント

BINGO が終わった後に、すべてのカードを裏側にひっ
くり返し、再度教師が読み上げたカードがどこにあったか
をトランプの神経衰弱のようにして探すという「Memorize
ゲーム」につなげることもできます。これは、グループ対抗
にしてもいいですが、グループ内でジャンケンをして順番
を決め、１人ずつカードをひっくり返していく方法もおす
すめです。繰り返し行うことで、イラストと英文の音が自
然と結びつくので、英文を聞いただけでカードのイラスト
が自然と脳裏に浮かび上がるようになります。
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